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1 ，は じめ に

　LED （Light　Emitting　Diode）照明は従来の 光

源 （蛍光灯 ，白熱灯等）と発光原理 が 異な るた め，

分光エ ネル ギー
分布 も今ま で に は ない 形 を し て

い る．こ の ため，従 来の 照明
一
ドとは異な る見えに

な る こ とが懸念され て お り，近年様 々 な検証が 行

われ つ つ ある，また ， 白色 LED 照明 の 演色性 を

評価す る際 ， 従来の 演色性評価 方法がそ の ま ま適

用 で きるか どうか に つ い て も問題 に な っ て お り，

CIE （国際照明委員会） の 技術委員会 TC1 −69 に

おい て 新たな演色性評価方法 が検討 され て い る ．

　我 々 はこれ まで に 白色 LED 光源下にお ける色

の 見えに関す る様 々 な研 究を して きた 1・2）．本講

演で は ， 最近行 っ た白色 LED 光源 と基準光源下

における対応 色を求 め る実験 3）と ， 自色 LED 照

明空 間に お ける印象評価実験 を中心 に紹介す る ．

表 1 に 示 す ，また
， 基準光源 と 白色 LED 光源 の

分光分布 特性 を図 2 に示す ，

　被験者は 両眼隔壁 法に よ り各光源 に 2 分間順応

し た後，テ ス ト光源下 の 色票 と同 じ に見 え る色を

基準光源 ドの JIS 標準色票集 の 中か ら選択 し応答

した ．その 際，マ ス ク の 窓 を通 して 観察 し た ，

　測 定す る色票 は ，
5R 　4f14　・　5YR 　6114・5Y 　8！12 ・

5GY 　6／10・5G　sf10・5BG 　4f8・5B　418・5PB 　4／10 ・

5P　 4110 ・5RP 　4112 の 計 10 色で ある，各被 験者

はそ れ ぞれ の 条件に お い て 合計 3 回ずつ 評価 を行

っ た ．

2 ．対応 色に よ る色の 見 え の 違 い の 評価

（1）実験

　 白色 LED 光源 に よ る色 の 見 え の 変化 を詳細に

調 べ るた め ， 白色 LED 光源 と基準光源下 におい

て対応色 の 測 定を行 っ た ．実験ブー
ス の 様子を 図

1 に示 す．机上 に設置 した ボ ッ ク ス 内を 2 っ の 区

画 に 区切 り ， 内側 は N6 相当の マ ッ ト紙 で覆 っ た ．

左 側 区画に は試験光源 を設 置 し，評価面 に試験色

となる色票 を配 置 した ，右側 区画に は基 準光源 で

ある色比較 ・
検査用 D65 蛍光ラ ン プを設置 し，評

価面に JIS 標準色票を配置 した．評価面 照度 は 全

て の 光源 で 約 10001x に統
一

した ．

　試験光源 に は ， 昼光色 ， 昼 白色 ， 電球色 の LED

光源の 3 種類を用い た．また ，コ ン トロ
ー

ル お よ

び 比 較条件 と して ， 試験 光源に 基 準光源 と同 じ色

比 較 ・検査 用 D65 蛍光ラ ン プ
， 昼 白色蛍光灯 ， 白

熱電球を用い た評価 も行 っ た．実験 に用 い た光源

の 相関色温 度 （CCT ）と平均演色評価数 （Ra）を

表 1 使用 光源デー
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　　 図 2 　光源の 分光分布 特性

［一 ＝＝＝＝コ 10 ［一 コ
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌 第36巻 SUPPLEMEN 丁 （20 ］2） 一：＝＝ ：＝＝二 」

（2）対応色実験結果

　図 3 に ， 昼 光色 と電球色に おける，蛍光灯 （ま

たは 白熱灯） と LED の 対応 色の 差 を示す ．値は

被験者 3名 の 平均値 で ある．バ ーが長 い ほ ど LED

と従来の 光源 との 見 えの 差が 大 きい こ と を示 す．

蛍光灯に対 し，昼光色 LED と昼 白色 LED は色相

が シ フ トす る傾 向が あ っ た ，自熱灯に 対 し電球色

LED は R の 彩度が 低下 し て 見 える傾 向が あ っ た ，
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　 図 3　従来光源 と LED 照明の 対応 色の 差
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3 ．照明空間の 印象の 違い の評価

（1）実験

　従来の 光源 と LED に よ る照明空 間の 印象 の 違

い を調 べ るた め，ミニ チ ュ ア の 室 内模型 を用い て ，

照明空 間 の 印象評価 を行 っ た，

　図 4 に示 す よ うに ，
ボ ッ ク ス 内の 2 つ の 区画 に

は 同
一構成 の 室内模型 を設置 した ．また 光源 の 光

は乳 白色 ア ク リル 板 に よ り均
一

に拡散 させ た ．被

験者は室 内模型 を正 面か ら観測 し評価を行 っ た．

光源 は刻応色実験 と同
一

の もの を使川 し ， 同 じ色

温 度 の 光源 を同時に 呈示 した ．照明空間の 印象の

評価には 16 項 目か らな る SD 法を用 い た．

図 4　印象評価実験に用 い た室 内模型 の 様子

（2）印象評価実験結果

　SD 法に よ り得 られ た評 価結果 に対 し， 照明 空

間 の 印象評価に影響す る 因 子 を調 べ る た め 因子

分析 を行 っ た ．抽出され た 囚子 は それ ぞ れ
“
華やか

さ
”

，

“

心 地 よ さ
”

，

“

温 暖さ
”

と命名 した．図 5 に各

因 了に対す る全被験者 20 名 の 因 了
一
得 点の 散布 図

を示 す．こ こ で は昼 光色光源 の 結果を示 し て い る ．

D65 蛍光灯 に対 し昼 光色 LED 照明 は
‘‘
華や か さ

”

の 得点が高 く，
“
心地よ さ

”
と
“
温暖 ざ

’
は 低か っ た．
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図 5　各 因子 に対す る全被験者の 因子得点

4 ．まとめ

　対応色や先行研 究で行 っ たカ ラ
ーネー

ミ ン グ 2）

に よ る 色 の 見え の 実験，印象評価実験 ともに ，蛍

光灯 と LED 光源下で の 見えに は違 い が み られ た．

厳密な色評価が要 求 され る場 面等で は ，特 に色の

見 え の 違 い を 考慮 す る必 要が ある と考 え られ る，

ただ し ， 見 え の 変化の 傾向は 実験条件 や使用 光源

に よ り異なる可能性があ る．また ，食物，肌，特

殊素材等 に お い て は 色票 の 結果 と異 な る可能性

もあ る こ とか ら ， 今後 さ らなる検討が必要で ある．
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